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1．はじめに

　温泉地学研究所では、平成 21 ～ 23 年度に文部科学省

のプロジェクト「神縄・国府津 - 松田断層帯における重

点的な調査観測（代表者：岩崎貴哉　東京大学地震研究

所教授）」に参加し、「地質学的手法に基づく神縄・国府

津－松田断層帯北縁部の活断層に関する調査研究」とい

うサブテーマで主に南足柄市と山北町においてボーリン

グ調査を実施した。その際、足柄平野内では、南足柄市

𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤

その際に得られたコア試料の記載を行う。

２．ボーリング調査の位置および地形

　掘削地点は、南足柄市𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤

理組合敷地内であり、緯度経度は、北緯35度19分45.5秒、

東経 139 度 6 分 30.0 秒、標高は 49.217m である（図１）。

　掘削地点は足柄平野の北西部に位置し、掘削地点より

約 300m 西側に比高約 20m の崖を挟んで関本丘陵へと

続く。国土地理院が 2006 年に発行した 1:25,000 土地条

件図「小田原」（以下、国土地理院、2006）の地形分類

によると、掘削地点は扇状地からなり、関本丘陵は箱根

古期外輪山火山体斜面とそれを覆う東京軽石流堆積面よ

りなる。

３．層相

　𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤

柱状図を作成した（図２）。以下にその層相を記載する。

0.00m ～ 1.00m：盛土

1.00m ～ 2.98m：礫混じり粗粒砂からなる。暗灰色の玄

武岩質スコリアを主とする。

2.98m ～ 3.70m：黄灰色の細粒砂からなる。

3.70m ～ 5.47m：主に安山岩、丹沢山地起源と思われる

緑色岩やトーナル岩の礫径が 1 ～ 15cm の円～亜

円礫からなる砂質礫。

5.47m ～ 12.63m：スコリアおよび岩片を主とする礫質

砂からなる泥流堆積物である。（図３）

12.63m ～ 18.75m：スコリア質の砂礫からなる。

18.75m ～ 44.23m：安山岩の亜角～角礫を含む軽石流堆

積物からなる。軽石の径は 0.5～ 4cm程度である。

44.23m ～ 44.47m：径 1 ～ 2cm の降下軽石からなる（図

４）。

44.47m ～ 45.15m：褐灰色のシルト質砂。

45.15 ～ 45.71m：軽石および凝灰質砂。上方細粒化する

（図５）。

45.71 ～ 49.26m：褐灰色のシルト質砂。

49.26m ～ 71.85m：主に安山岩、丹沢山地起源と思われ

る緑色岩やトーナル岩の円～亜円礫からなる礫

層。礫径は最大 50cm を超える。

71.85m ～ 82.42m：径 1 ～ 2cm の軽石と安山岩の岩片を

多く含む火山灰からなる（図６）。一部塊状の炭

足柄平野北西部、南足柄市𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤
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図１　ボーリング掘削地点図（●印）。国土地理院発行

1:25,000 地形図「関本」を使用。
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質物を含む。

82.42m ～ 83.28m：径 2 ～ 12cm の降下軽石からなる（図

７）。

83.28m ～ 90.00m：スコリア質砂礫からなり、厚さ 3 ～

30cm の軽石層を複数枚挟む。

４．火山灰分析

　火山灰分析の結果を表 1 に示す。火山灰分析は（株）

古澤地質に委託して行った。分析手法は古澤（2003）に

基づく。屈折率および重鉱物組成から、深度 44.38m の

試料中に含まれる火山灰が箱根東京軽石（Hk-TP）、深

度 45.53m と 45.70m の試料中に含まれる火山灰が箱根

三浦軽石（Hk-MP）、深度 76.72m の試料中に含まれる火

山灰が箱根小原台軽石（Hk-OP）に対比される。

５．対比および解釈

　層相および火山灰分析の結果から、各層は以下の通り

対比および解釈される。

0.00m ～ 1.00m：盛土

1.00m ～ 2.98m：富士宝永スコリア（おそらく 2 次堆積）。

2.98m ～ 3.70m：ローム。

3.70m ～ 5.47m：河川堆積物。

5.47m ～ 12.63m：御殿場泥流堆積物。

12.63m ～ 18.75m：河川堆積物。

18.75m ～ 44.23m：箱根東京軽石流堆積物（Hk-TPfl）。

44.23m ～ 44.47m：箱根東京軽石（Hk-TP）。

図２　ボーリングコアの地質柱状図（Hk-TP：箱根東京軽石、Hk-TPfl：箱根東京軽石流堆積物、Hk-MP：箱根三浦軽石、

Hk-OP：箱根小原台軽石、Hk-OPfl：箱根小原台軽石流堆積物）。
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図３　御殿場泥流堆積物に対比されるスコリアおよび岩

片を主とする礫質砂（深度 10.00 ～ 12.50m 区間の

コア写真）。

図４　箱根東京軽石（Hk-TP）と箱根東京軽石流堆積物

（Hk-TPfl）（深度 42.50 ～ 45.00m 区間のコア写真）。

図５　箱根三浦軽石（Hk-MP）（深度 45.00 ～ 47.50m 区

間のコア写真）。

図６　箱根小原台軽石流堆積物（Hk-OPfl）の上限（深度

70.00 ～ 72.50m 区間のコア写真）。

図７　箱根小原台軽石（Hk-OP）の下限（深度 82.50 ～

85.00m 区間のコア写真）。
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44.47m ～ 45.15m：ローム。

45.15m ～ 45.71：箱根三浦軽石（Hk-MP）。上方細粒化し、

層理が発達することから、おそらく 2 次堆積物

である。

45.71m ～ 49.26m：ローム。

49.26m ～ 71.85m：扇状地堆積物。

71.85m ～ 82.48m：箱根小原台軽石流堆積物（Hk-OPfl）。

82.48m ～ 83.28m：箱根小原台軽石（Hk-OP）。

83.28m ～ 90.00m：河川堆積物であるスコリア質砂礫に

複数枚の軽石層が挟在するが、テフラの対比に

は至らなかった。

６．まとめ

　南足柄市𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤

灰分析の結果から、足柄平野北西部の地下には、箱根

東京軽石流堆積物（Hk-TPfl）と箱根東京軽石（Hk-TP）、

三浦軽石（Hk-MP）、箱根小原台軽石流堆積物（Hk-OPfl）

と箱根小原台軽石（Hk-OP）が存在することがわかった。

箱根小原台軽石流堆積物（Hk-OPfl）と箱根小原台軽石

（Hk-OP）は海抜下（標高 -22.63 ～ -34.06m）にあること

から、堆積当時の海水準が現在より低かったか、もしく

は足柄平野が沈降していることを示唆する。また、掘削

地点の西に位置する関本丘陵は、その上面は箱根東京軽

石流の堆積面とされ、さらに御殿場泥流堆積物が地表に

露出している（国土地理院，2006）。一方で𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤𡋤

のボーリングでは、地表下に御殿場泥流堆積物と箱根東

京軽石流が位置していることから、関本丘陵と足柄平野

の間に何らかの構造が存在している可能性があるので今

後詳細な調査を行う必要がある。
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表１　火山灰分析結果。
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